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１９９６年に日本初のIFA認定校として開校。
対応できるアロマテラピーを学べるコース。

IFA創設者のジャーメイン・リッチ女史が
補完代替療法として心身の不調や病気にも

　IFA創設者であり、４０年間以上アロマテラピーの実践と教育に携わってきたジャーメ
イン・リッチ校長が、１９９６年に開校した日本で初めてのIFA認定コースです。
　１９５０年代後半に、オーストリア人の生化学者マルグリット・モーリー女史がスウェーデ
ン式マッサージの技法を用いたモーリー式アロマテラピーマッサージを開発し、ロンドン在
住のフランス人ミシュリン・アーシエ女史に伝授。その後、アーシエ女史はロンドンにイギリ
ス初のアロマ専門クリニック「ミシュリン・アーシエ・アロマテラピークリニック」を開きました。
当コースの校長ジャーメイン・リッチ女史は、１９６９年にアーシエ女史からアロマテラピー
を学び、卒業後はクリニックに勤務し、アーシエ女史のアシスタントを務めるかたわら、フラ
ンス医学にアロマを導入したフランス人医師 ジャン・バルネ博士のもとでアロマセラピスト
として従事しました。１９８５年、リッチ女史はアロマセラピスト組織として世界初のＩＦＡ創
設メンバーとなり、IFA会長AOC執行委員を歴任して、アロマテラピーの普及とアロマセ
ラピスト育成教育に携わってきました。現在は、ミシュリン・アーシエ女史のワークを引き継ぐ
とともに、イギリスを中心にヨーロッパでの講演、IFA認定アロマセラピスト養成、アロマオイ
ルのプロデュースに携わっています。

　IFA認定メディカルアロマテラピーコースでは、ジャーメインリッチ校長によりプログラム
された補完代替療法としてのアロマテラピー、様 な々症状や病気に対応するために必要
な医学知識と、専門的なアロマテラピーの知識と技術を学びます。また、多くの症例に対
して、アロマセラピストとしての実践的なアプローチの方法を学びます。
　医学知識と確かな技術にもとづくアロマテラピーは自律神経系やホルモンのバランスを
助け、様 な々症状緩和に有用です。プロのアロマセラピストとして健康な人だけでなく、病
気の人にも対応できるメディカルアロマの正しい知識と技術を習得していただけます。

《補完・代替療法とは》
補完・代替療法とは、現代西洋医学以外の療法の総称。『相補する、補う』と『療法』を合わ
せた言葉で、一般的に自然療法や伝統的な医療を含めた様々な療法を指します。欧米で
は、西洋医療の治療を受けている方が補完代替療法を併用しているケースが多く、また肩こ
り、慢性疲労、筋肉痛、不眠傾向、生理不順、うつ症状などのストレスに関連した状態に、アロ
マテラピーとオイルマッサージを組み合わせたトリートメントが健康管理の一環として幅広く活
用されています。イギリスでは、一部のアロマトリートメントが民間の医療保健の適用となる場
合もあります。

IFAとは・・・・・・国際アロマセラピスト連盟（正式名称 ： International Federation of Aromatherapists）
１９８５年に、ジェラルディン・ハワード、スー・ビーチリー、ジャーメイン・リッチ、アン・スザーランド、パトリシア・デービス、キャンディス・ビショップの６名
のアロマセラピストにより、世界で最初に設立され、世界最大のプロフェッショナル・アロマセラピストの協会です。IFAは、１９８５年に英国政府
より慈善団体として認可された非営利団体（登録番号：３２７２９０）として活動を開始。協会運営は会員によって支えられ、アロマテラピーの
教育基準や職業倫理の確立、精油の学術研究、正しいアロマテラピーの普及や世界各地の慈善団体のサポート活動を行っています。
１９８７年には、「アロマテラピー イン ケア（医療福祉におけるアロマテラピーケア）」プロジェクトを開始し、医療福祉機関に会員アロマセラピ
ストを派遣する活動を開始しました。設立から２９年を経て、全世界に認定校やメンバーを持つ国際的な組織として成長し、IFA認定アロマ
セラピストはイギリス国内だけでなく、世界各地に存在し、ヨーロッパ、アメリカ、カナダ、南米、オーストラリア、日本、韓国、中国、シンガポール、マ
レーシア、フィリピンなどのアジア地域、南アフリカなど、世界の様 な々地域で活動しています。

　約18年間、医療機関で実践してきたアロマテラピートリートメントの知識と技術を
カリキュラムに取り入れ、経験に基づく実践的で効果的なメディカルアロマテラピー
を学べるコースです。
　単なるリラクゼーションとしてのアロマテラピーではなく、心身の不調や病気に
対して実践するため解剖生理学と病気の知識を学び、医学に基づいた専門性の
高い内容の授業を提供しています。
　医学に基づいた専門的なアロマテラピーを学びたい人、プロのアロマセラピスト
になりたい人、様々な症状や病気に対して正しく施術できるアロマの知識と技術を
学びたい人、補完代替療法としてのアロマテラピーを学びたい人、緩和ケアや高
齢者ケアなど医療福祉現場で実践できる確かな技術を習得したい人に最適なコ
ースです。

当コースでは、IFA本部試験に対応するため、年間の授業を通して試験対策に役立つきめ細か
な講義を行なっています。また、IFA本部試験まで定期的に模擬試験を実施し（無料）、本部試験
合格に向けて万全のサポート体制でバックアップしています。
IFA本部試験合格率 100%合格

卒業後のアフターフォローとして、卒業後も実践で分からないことがあれば、いつでも質問していた
だけます。常にスクールからのバックアップが受けられるので、卒業後も安心してアロマセラピストと
して活動していただけます。
さらに、より専門的な知識とスキルを身につけるため、勉強会を定期的に実施しています。無料復習
会、看護師対象ナースセラピストの会、アロマテラピーマッサージ復習会、スウェーデン式マッサージ
復習会、アロママッサージ・アドバンス実践応用クラス、フェイシャルマッサージ実技コース、メディカルアロ
マテラピー講座、メディカルアロマテラピー臨床実践クラス（疾患・がん患者・妊産婦へのアロマ）など。
卒業後、医療機関や福祉施設において、患者様へのアロマテラピートリートメントを希望する人は、
提携している病院・ホスピス、福祉施設での研修制度がございます。
また、医療福祉機関でのアロマテラピーボランティアを希望される人は、アドバイスから技術指導
まで、スクールで万全のバックアップをいたします。
卒業後、開業を希望される人には、技術指導のほか、開業までに必要な準備講座や開業後の
集客講座など、プロのコンサルタントによる講習を提供しています。

病院、ホスピス、クリニック、福祉施設、病院併設サロン、アロマテラピーサロン、治療院、
自宅開業、エステティックサロン、スパ、ホテル、スポーツクラブ、精油会社など

心身の不調や病気にも対応できるメディカルアロマテラピーが学べます。
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基礎医学として人間の身体のしくみと機能を学び、様 な々病気を学習します。また、アロマテラピーを補完
代替療法として実践するために、嗅覚のしくみ、自律神経系とストレス、疲労のメカニズムなど専門的な
内容が盛り込まれています。初めて医学を勉強する人にも基礎から応用までしっかりと理解していただけ
るよう、十分に学べる時間数を用意しています。
健康な人だけでなく、病気のクライアントにアロマテラピーを実践するために、病気に対する基本的知識を
指導するとともに、生活習慣やストレスと疾患との関連などについて詳しく学びます。

講義内容
解剖生理学 （概論、骨格系、筋系、循環器系、リンパ系、呼吸器系、神経系、消化器系、内分泌系
　　　　　　生殖器系、泌尿器系、皮膚、ホメオスターシス、ストレス学説）
病　理　学 （概論、骨格系、筋系、循環器系、リンパ系、呼吸器系、神経系、消化器系、内分泌系
　　　　　　生殖器系、泌尿器系、皮膚）

解剖生理学
病理学

精油の基礎知識から薬理特性や化学成分などの応用を勉強します。精油は心身のバランスを整えて
様 な々不調を和らげたり、痛みや緊張による苦痛を緩和するなど、心身に効果的に用いることができます。
コースでは、精油の抽出法や使用方法などアロマテラピーの基本知識から、精油に含有されている化学
成分の知識や薬理効果、精油の毒性や禁忌など、様 な々症状や病気の方に安全に精油を活用できるア
ロマセラピストとして必要な専門知識を学び、一人一人の状態に合わせたアセスメント、トリートメントプラン
の作成、要望や症状に合わせた安全で効果的な精油のブレンドと実践的な使用方法を習得できます。

講義内容
ホリスティックアロマテラピー論、歴史、栽培方法、植物学、精油の抽出法、各精油の特性と効果、植物油の特性と効果、植物油の抽出法と
成分、精油の使用方法、保管方法、精油の吸収、精油の化学、精油の毒性、薬理作用、成分分析と偽和、症状に合わせたブレンド方法、禁忌
コンサルテーション、アフターケアとホームケア、トリートメントプランの立て方、症例、職業倫理、開業ガイダンス、症例の取り方、筋・骨格
系・循環器系・リンパ系・呼吸器系・神経系や心理面・痛みの緩和・内分泌系・消化器系・泌尿器系・皮膚に効果的な精油とブレンド

アロマテラピー
理論

様々な症状や病気の方に対して、症状緩和を目的とするメディカ
ルアロマテラピーを学びます。専門的な精油の作用やアロマテラピ
ーマッサージを習得することにより、自律神経系やホルモンを調節
し、筋緊張の緩和を助けます。肩凝りや腰痛などの日常的な不快な
症状、女性特有の症状、様々な病気によって引き起こされる心身の
不快症状に対して、効果的に働きかけるアロママッサージの方法を
学びます。
また、病院でのアロママッサージの実践や症例、ガン患者へのアロマ
の施術方法と注意点、出張アロマの実践方法などを学びます。

実技内容
様々な症状や病気の人に対するアロママッサージの施術と注意点
病院でのアロママッサージの実践と症例
認知症・関節の拘縮や変形の方に対するアロママッサージの施術と
注意点、ガン患者へのアロママッサージの効果と注意点
出張アロマの実践方法と注意点

メディカル
アロマテラピー

スウェーデン式マッサージ（スウェディッシュマッサージ）は、欧米で最も広く知られているマッサージです。こ
のテクニックは、全身の筋肉と関節に働きかけるため、解剖学に基づいた筋肉や関節構造を理解すること
が基本となります。そのため、スウェーデン式マッサージと筋肉および関節の解剖学の学習を同時に勉強
します。植物の栄養素を豊富に含むオイルマッサージを通して、血液やリンパの流れを促進して老廃物を
除去し、筋肉の緊張をときほぐしてリラックスを促すことにより、肩こりなどの不快な症状を改善し、心身の疲
労回復やリフレッシュ作用に優れた効果を発揮します。授業では、筋肉の正しい位置や筋肉の走行に働
きかける専門的なスウェーデン式マッサージのテクニックを基礎からわかりやすく、丁寧に指導します。

実技内容
タッチング、正しい姿勢と体重のかけ方、スウェーデン式マッサージの歴史
スウェーデン式マッサージの技法と効果、禁忌、骨格・筋肉・関節の位置の確認
スウェーデン式マッサージの身体および心理的効果、高齢者向けのケア
症状や病気に対するスウェーデン式マッサージの施術方法と注意

スウェーデン式
マッサージ理論・実技

当コースでは、リッチ女史が継承しているマルグリット・モーリーが考案した自律神経の経路に沿う特殊
なアロマテラピーマッサージ技法を指導します。特殊な技法と精油の相乗効果により、自律神経が制御
する全身の組織や器官に対して有用です。ストレスを和らげ、緊張による筋疲労の解消や痛みの緩
和、睡眠トラブルや精神不安の緩和、ホルモンのバランス調節や皮膚代謝の促進など、様々な不快症
状に対して効果的に用いることができます。また、クライアントの状態を正しく把握し、適切な施術計画を
立てることにより効果的な施術を提供できます。授業では、アロマテラピーマッサージの技術習得と同時
に、一人一人の受講生に対して施術計画の立て方や精油ブレンドなど個別に指導します。専門的アロ
ママッサージと施術計画を学ぶことにより、実践的アロママッサージの技術を習得できます。

様々な精神疾患の原因や症状および治療法、精神科施設の状況、傾聴
やカウンセリングの基本テクニックと実践練習。

五大栄養素の基礎知識、ビタミン・ミネラルなど栄養補助食品の摂取方法、
クライアントへのアフターケアに役立つ栄養学など。

ガンの種類と様々な治療法、ガンの発生機序と生活習慣との関わり、がん
のサインと症状、ガンにおける補完代替療法のアプローチなどを学びます。

IFA課題であるビジネスレポートに必要な授業。アロマテラピートリートメント
ルームの開業に必要な計画と手続き、法律上の規則などを指導します。

アロマサロンを開業しているアロマセラピストが、開業のために必要な準
備、広告方法、集客方法、サロン運営に必要な内容を講義します。

実技内容
アロマテラピーマッサージ技法（フェイシャルトリートメントを含む）、コンサルテーション
自律神経系の人体における走行の確認、アロマテラピーマッサージの自律神経系への働き
全身のアロマテラピーマッサージ、様々な症状や疾患に対する精油のブレンドと技術の応用
症状や疾患に対する正しいアセスメントと施術計画の立て方、ケーススタディー

アロマテラピー
マッサージ

アロマテラピーの専門的な知識の他に、アロマセラピストとして実践する上で必要な知識を
学びます。講師は各分野の専門家が担当します。特別セミナー

る専門的なアロマセラピストの育成には
に基づく徹底した技術指導が支えています。

クライアントの様 な々要望や症状に応え
解剖生理学や病気の知識の習得と、医学

心理学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
　

栄養学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
　

ガンと補完代替療法・・・・
　

開業ガイダンス ・・・・・・・・
　

ビジネス講座 ・・・・・・・・・・
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基礎医学として人間の身体のしくみと機能を学び、様 な々病気を学習します。また、アロマテラピーを補完
代替療法として実践するために、嗅覚のしくみ、自律神経系とストレス、疲労のメカニズムなど専門的な
内容が盛り込まれています。初めて医学を勉強する人にも基礎から応用までしっかりと理解していただけ
るよう、十分に学べる時間数を用意しています。
健康な人だけでなく、病気のクライアントにアロマテラピーを実践するために、病気に対する基本的知識を
指導するとともに、生活習慣やストレスと疾患との関連などについて詳しく学びます。
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　　　　　　生殖器系、泌尿器系、皮膚、ホメオスターシス、ストレス学説）
病　理　学 （概論、骨格系、筋系、循環器系、リンパ系、呼吸器系、神経系、消化器系、内分泌系
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講義内容
ホリスティックアロマテラピー論、歴史、栽培方法、植物学、精油の抽出法、各精油の特性と効果、植物油の特性と効果、植物油の抽出法と
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注意点、ガン患者へのアロママッサージの効果と注意点
出張アロマの実践方法と注意点
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スウェーデン式マッサージ（スウェディッシュマッサージ）は、欧米で最も広く知られているマッサージです。こ
のテクニックは、全身の筋肉と関節に働きかけるため、解剖学に基づいた筋肉や関節構造を理解すること
が基本となります。そのため、スウェーデン式マッサージと筋肉および関節の解剖学の学習を同時に勉強
します。植物の栄養素を豊富に含むオイルマッサージを通して、血液やリンパの流れを促進して老廃物を
除去し、筋肉の緊張をときほぐしてリラックスを促すことにより、肩こりなどの不快な症状を改善し、心身の疲
労回復やリフレッシュ作用に優れた効果を発揮します。授業では、筋肉の正しい位置や筋肉の走行に働
きかける専門的なスウェーデン式マッサージのテクニックを基礎からわかりやすく、丁寧に指導します。

実技内容
タッチング、正しい姿勢と体重のかけ方、スウェーデン式マッサージの歴史
スウェーデン式マッサージの技法と効果、禁忌、骨格・筋肉・関節の位置の確認
スウェーデン式マッサージの身体および心理的効果、高齢者向けのケア
症状や病気に対するスウェーデン式マッサージの施術方法と注意

スウェーデン式
マッサージ理論・実技

当コースでは、リッチ女史が継承しているマルグリット・モーリーが考案した自律神経の経路に沿う特殊
なアロマテラピーマッサージ技法を指導します。特殊な技法と精油の相乗効果により、自律神経が制御
する全身の組織や器官に対して有用です。ストレスを和らげ、緊張による筋疲労の解消や痛みの緩
和、睡眠トラブルや精神不安の緩和、ホルモンのバランス調節や皮膚代謝の促進など、様々な不快症
状に対して効果的に用いることができます。また、クライアントの状態を正しく把握し、適切な施術計画を
立てることにより効果的な施術を提供できます。授業では、アロマテラピーマッサージの技術習得と同時
に、一人一人の受講生に対して施術計画の立て方や精油ブレンドなど個別に指導します。専門的アロ
ママッサージと施術計画を学ぶことにより、実践的アロママッサージの技術を習得できます。

様々な精神疾患の原因や症状および治療法、精神科施設の状況、傾聴
やカウンセリングの基本テクニックと実践練習。

五大栄養素の基礎知識、ビタミン・ミネラルなど栄養補助食品の摂取方法、
クライアントへのアフターケアに役立つ栄養学など。

ガンの種類と様々な治療法、ガンの発生機序と生活習慣との関わり、がん
のサインと症状、ガンにおける補完代替療法のアプローチなどを学びます。

IFA課題であるビジネスレポートに必要な授業。アロマテラピートリートメント
ルームの開業に必要な計画と手続き、法律上の規則などを指導します。

アロマサロンを開業しているアロマセラピストが、開業のために必要な準
備、広告方法、集客方法、サロン運営に必要な内容を講義します。

実技内容
アロマテラピーマッサージ技法（フェイシャルトリートメントを含む）、コンサルテーション
自律神経系の人体における走行の確認、アロマテラピーマッサージの自律神経系への働き
全身のアロマテラピーマッサージ、様々な症状や疾患に対する精油のブレンドと技術の応用
症状や疾患に対する正しいアセスメントと施術計画の立て方、ケーススタディー

アロマテラピー
マッサージ

アロマテラピーの専門的な知識の他に、アロマセラピストとして実践する上で必要な知識を
学びます。講師は各分野の専門家が担当します。特別セミナー

る専門的なアロマセラピストの育成には
に基づく徹底した技術指導が支えています。
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１９６９年にアロマセラピストの認定取得。イギリス初のアロマテラピークリニック「ミシュリン・アー
シエ・アロマテラピークリニック」に従事。アロマテラピーを医療に導入したジャン・バルネ医師のもと
でアロマセラピストを務める。約４５年間、イギリスでホリスティックな観点に基づいたアロマテラ
ピーを提唱するホリスティックアロマテラピー指導者の草分け。

薬剤師

医学博士

行政書士

化学
  　　
ガンと補完代替療法

開業ガイダンス

アロマテラピー理論

Vivat Holistic Training校長。イギリス人、IFA創設者、元IFA会長、IFA認定プリンシパルティーチャー

ジャーメイン・リッチ

野口 明奈

萩原 優

田幡 悦子

医学博士(栄養)、米国臨床栄養士

  　　

臨床心理士

栄養学
  　　
心理学

佐藤  章夫

大塚 明子

講師プロフィール コース概要

コース説明・相談会に、
お越し下さい。
（無料です）

IFA認定メディカルアロマテラピーコース説明・見学・相談会
日曜日 午後3時～4時30分（要予約）

（授業内容により時間が変更になる場合がございますので、ご予約の際にご確認ください）
※授業内容により変更される場合がございますので、ご予約の際にご確認ください。授業内容より授業見学が可能ですので、
ご希望の方はお申し出ください。なお、説明・相談会は臨時行なっていますので、上記以外の日程をご希望の場合は、お電話
またはメールで希望日時をお知らせください。

１９９５年より精油会社勤務、精油メーカーでのアロマ講座の講師を担当。１９９７年よりホテル内
スポーツクラブにてアロマトリートメントを行う。２００１年より、医院（内科・神経内科）にてアロマトリ
ートメント担当。２００２年よりアシスタントを経て、現在はアロマテラピーマッサージ講師。２００４年
より個人サロン『TUBEROSA』にて活動中。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、NPO法人ホリスティックアロマセラピー監査

田代 直子

１９９５年、渡英中にジャーメイン・リッチ女史に師事し、イギリスの補完代替療法に基づいたアロマ
テラピーを習得。１７年間リッチ女史のアシスタントを務める。１９９８年より緩和ケア病棟で、がん患
者へのアロマテラピーマッサージを担当。ホスピス、長期療養型病棟、クリニック、高齢者福祉施
設などで、ガン患者や脳血管障害後遺症、代謝性疾患、うつ病などの精神疾患のへのアロママ
ッサージを行っている。

解剖生理学・病理学、アロマテラピーマッサージ、アロマテラピー理論

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩指圧マッサージ師

ベンゼル 智子

１９９９年より、リラクゼーションサロン、スポーツクラブ、エステティックサロンに勤務。２００４年より
心療内科でアロマテラピートリートメントを行う。２００６年より、緩和ケア病棟、長期療養型病棟、
心療内科クリニック、高齢者施設でアロマセラピストとして従事。２００５年よりアシスタントを経て、
現在は、山崎治療院（横浜）でアロママッサージを行っている。

スウェーデン式マッサージ、アロマテラピーマッサージ

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、按摩指圧マッサージ師

山崎 恵美子

１９８１年より看護師として病院勤務。２０００年より訪問看護ステーション、ホスピス病棟勤務では、看護師兼セラピストとして勤務
し、２００５年に「メディカルアロマ＆リフレＴｏｒｉ」を独立開業し、患者専門のセラピストとして、医師や看護師から依頼を受け、患
者宅での施術を中心に、ホスピスや病院でアロマトリートメント&リフレクソロジーを実践。クライアントのほとんどががん末期患者
や関節リウマチ患者であり、チーム医療で患者・家族をサポートしている。平成25年3月に神奈川県立保健福祉大学大学院修
士課程修了。現在もアロマやリフレの研究を行うと同時に、医療現場における専門的なアロマテラピーの技術指導に携わる。

メディカルアロマテラピー

IFA認定アロマセラピスト、IFA認定プリンシパルティーチャー、看護師、介護支援専門員、英国リフレクソロジー協会正会員、日本アロマセラピー学会常務理事

所澤 いづみ

お申込からIFA資格取得まで

Tel:03-3355-7388 E-mail : info@aromapot.co.jp

IFA本部試験
合格後
IFA資格取得

模擬試験
試験対策

コース修了
卒業試験受講開始

受講手続
受講料納入
受講のご案内

お申込

受 講 期 間 2017年春期コース　2017年4月～2018年9月 （1年半コース）

IFA本部試験 2018年9月

受 講 期 間 2017年春期コース　2017年4月～2018年9月 （1年半コース）

IFA本部試験 2018年9月

8名 （最小履行人数: 4名）

20歳以上の女性に限ります。特に資格は必要ありません。（医療従事者以外の方も受講できます）
医療資格を有する方は解剖生理学が免除される制度がございますのでお問合せください。

登録料 5万円(税別)、受講料 83万5千円(教材費込、税別)
消費税(8%) 7万800円、受講料総額 (税込)  95万5,800円

【土日コース】

【木曜コース】

定 員

受 講 資 格
　 　 　

コース受講料

IFA認定 メディカル アロマテラピーコース （Vivat Holistic Training）

講習時間数　【土日コース】

解剖生理学・病理学

スウェーデン式マッサージ

アロマテラピー理論

アロマテラピーマッサージ実技

メディカルアロマテラピー

心理学

栄養学

ビジネスマネージメント

がんと補完代替療法

総講習時間数

８０時間

３５時間

１１２時間

８２時間

２６時間

４時間

３時間

７時間

２時間

３５１時間
※ 木曜コースの講習時間数は、別紙の「木曜コース 日程」をご覧ください。



６

コース概要

コース説明・相談会に、
お越し下さい。
（無料です）

IFA認定メディカルアロマテラピーコース説明・見学・相談会
水･日曜日 午後3時～4時30分（要予約）

（授業内容により時間が変更になる場合がございますので、ご予約の際にご確認ください）
※授業内容により変更される場合がございますので、ご予約の際にご確認ください。授業内容より授業見学が可能ですので、
ご希望の方はお申し出ください。なお、説明・相談会は臨時行なっていますので、上記以外の日程をご希望の場合は、お電話
またはメールで希望日時をお知らせください。

お申込からIFA資格取得まで

Tel:03-3355-7388 E-mail : info@aromapot.co.jp

IFA本部試験
合格後
IFA資格取得

模擬試験
試験対策

コース修了
卒業試験受講開始

受講手続
受講料納入
受講のご案内

お申込

受 講 期 間 2017年秋期コース　2017年10月～2019年4 半年1（ 月 コース）

IFA本部試験 2019年5月

受 講 期 間 2017年秋期コース　2017年10月～2019年4 半年1（ 月 コース）

IFA本部試験 2019年5月

8名 （最小履行人数: 4名）

20歳以上の女性に限ります。特に資格は必要ありません。（医療従事者以外の方も受講できます）
医療資格を有する方は解剖生理学が免除される制度がございますのでお問合せください。

登録料 5万円(税別)、受講料 84万5千円(テキスト代込･税別)
消費税(8%) 7万1,600円、受講料総額 (税込)  96万6,600円

【土日コース】

【火曜コース】

定 員

受 講 資 格

コース受講料

）gniniarT citsiloH taviV（ スーコーピラテマロア ルカィデメ 定認AFI

講習時間数　【土日コース】

解剖生理学・病理学

スウェーデン式マッサージ

アロマテラピー理論

アロマテラピーマッサージ実技

メディカルアロマテラピー

心理学

栄養学

ビジネスマネージメント

がんと補完代替療法

総講習時間数

８３時間

３５時間

１１７時間

７３時間

２６時間

４時間

３時間

７時間

２時間

３５０時間
※ 火曜コースの講習時間数は、別紙の「火曜コース 日程」をご覧ください。 



2017年春期コース 

V i v a t  H o l i s t i c  T r a i n i n g

日本ホリスティックケア研究所

日本ホリスティックケア研究所
〒160-0008  東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷3F

TEL.03-3355-7388　FAX.03-6457-7443

http://www.aromapot.co.jp

info@aromapot.co.jp

IFA（国際アロマセラピスト協会）認定
メディカルアロマテラピーコース



 IFA認定  メディカルアロマテラピーコース日程
（2017年10月開講　1年半･土日コース）

2017年 10月21日 土 1 解剖生理学(骨格)/アロマテラピーマッサージ実技(1)

 10月22日 日 2 解剖生理学(骨格)/アロマテラピーマッサージ実技(2)

 11月25日 土 3 解剖生理学(細胞、組織、筋骨格系)

 11月26日 日 4 解剖生理学・病理学(細胞、組織、筋骨格系)/アロマテラピーマッサージ実技(3)

 12月16日 土 5 解剖生理学(循環・リンパ系、呼吸器系)

 12月17日 日 6 解剖生理学・病理学(循環・リンパ系、呼吸器系)/アロマテラピーマッサージ実技(4)

2018年 1月20日 土 7 解剖生理学(神経系)

 1月21日 日 8 解剖生理学・病理学(神経系・感覚器系)/アロマテラピーマッサージ実技(5)

 2月10日 土 9 解剖生理学(内分泌系・生殖器系)

 2月11日 日 10 解剖生理学・病理学(内分泌系・生殖器系)/アロマテラピーマッサージ実技(6)

 3月3日 土 11 解剖生理学(消化器系、腎泌尿器系)

 3月4日 日 12 解剖生理学・病理学(消化器系、腎泌尿器系)/アロママッサージ実技(7)

 3月24日 土 13 アロマテラピー理論

 3月25日 日 14 解剖生理学(皮膚)/アロママッサージ実技(8)

 4月8日 日 15 解剖生理学・病理学(皮膚)/アロマテラピー理論

 4月21日 土 16 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(1)

 4月22日 日 17 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(2)

 4月28日 土 18 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(3)

 4月29日 日 19 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(4)

 4月30日 月・祝 20 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(5)

 5月1日 火 21 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(6)

 5月3日 木・祝 22 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(7)

 5月4日 金・祝 23 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(8)

 5月5日 土 24 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(9)

 5月6日 日 25 【特別講習】アロマテラピー理論リッチ校長によるアロマテラピー講習(10)

 5月26日 土 26 アロマテラピー理論と総復習

 6月9日 土 27 解剖生理学ホメオスターシスとストレス学説/アロマテラピーマッサージ実技(9)

 6月10日 日 28 アロマテラピー理論(症例)/アロマテラピーマッサージ実技(10)

 7月7日 土 29 【特別講習】栄養学/心理学※

年度 日程 曜日 授業日数 講習内容

2018年 7月8日 日 30 【特別講習】職業倫理/開業ガイダンス※ 

 8月4日 土 31 解剖生理学(運動器系)/アロマテラピーマッサージ実技(11)

 8月5日 日 32 解剖生理学(運動器系)/アロマテラピーマッサージ実技(12)

 8月25日 土 33 解剖生理学総復習/アロマテラピー理論総復習

 8月26日 日 34 症状に応じたスウェーデン式マッサージ

 9月15日 土 35 症状に応じたスウェーデン式マッサージ

 9月16日 日 36 症状に応じたスウェーデン式マッサージ

 10月6日 土 37 症状に応じたスウェーデン式マッサージ

 10月7日 日 38 メディカルアロマテラピー1 代替医療とアロマテラピーの理論と実践/頸肩腕症候群と腰部ケア

 10月27日 土 39 アロマテラピー理論総復習/アロマテラピーマッサージ実技(13)

 10月28日 日 40 メディカルアロマテラピー2 浮腫と拘縮のケア/高齢者へのアロママッサージ

 11月17日 土 41 解剖生理学総復習/アロマテラピー理論総復習

 11月18日 日 42 解剖生理学総復習/アロマテラピーマッサージ実技(14)

 11月24日 土  個別指導

 12月15日 土 43 卒業筆記試験

 12月16日 日 44 卒業実技試験

2019年 1月26日 土 45 解剖生理学総復習/アロマテラピー理論総復習

 1月27日 日 46 メディカルアロマテラピー3 病院でのアロママッサージの実践方法

 2月16日 土 47 メディカルアロマテラピー4 がん患者へのアロママッサージの効果/出張アロマの施術方法

 2月17日 日 48 模擬試験/アロママッサージ実技(15)

 3月10日 日 49 模擬試験/アロママッサージ実技(16)

 4月6日 土 50 模擬試験/アロママッサージ実技(17)

2019年 5月 未定  IFA本部筆記試験・実技試験

年度 日程 曜日 授業日数 講習内容

解剖生理学・病理学 83時間

スウェーデン式マッサージ 35時間

アロマテラピー理論 117時間

アロマテラピーマッサージ実技 73時間

メディカルアロマテラピー 26時間

(特別講習)心理学 4時間

(特別講習)栄養学 3時間

(特別講習)ビジネスマネージメント 7時間

(特別講習)がんと補完代替療法 2時間

講習時間数 350時間

IFA認定メディカルアロマテラピーコース2017年10月開講
（1年半  土日コース）

時間数講習時間数

※講習時間は、午前10時～午後6時(昼食休憩1時間)
※2018年4/21～5/6のうちの10日間は、ジャーメイン・リッチ校長による特別講習講習(アロマテラピー理論)
　を行います。集中講習を欠席された方は補講がございます(無料)
※講習の進行につきましては、一部変更する場合がございますので、ご了承ください。



募集要項
受 講 期 間

募 集 期 間
定 員
受 講 資 格
　

コース受講料

お申込方法

2017年8月1日より受付開始。定員に達した時点で受付を終了いたします。
）名4 :数人行履小最（ 名8スーコ各

20歳以上の女性に限ります。特に資格は必要ありません（医療資格の有無は問いません）。
医療資格を有する方は解剖生理学が免除される制度がございますのでお問合せください。

申込書をスクールまで郵送、FAXまたは申込書の内容をメールで送信してください。
〒160-0008  東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷3F  日本ホリスティックケア研究所
TEL: 03-3355-7388　FAX: 03-6457-7443　E-mail: info@aromapot.co.jp   

IFA認定 メディカルアロマテラピーコース・募集要項

5万円

43万8,200円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

5万円

91万5千円

7万3,200円

98万8,200円

　

（第2期）36万6,600円

89万5千円

7万1,600円

96万6,600円

（第1期） （第1期）46万7,400円

（第2期）23万円

（第3期）23万円

90万5千円

7万2,400円

97万7,400円

３回分割コース 11回分割コース

24,000円
35 5,600円 2017年7月現在》

2017年7月現在》

税別

2017年10月

11月

12月

2018年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

10月31日

11月30日

12月20日

1月31日

2月28日

3月31日

4月30日

5月31日

6月30日

7月31日

税込

【土日コース】2017年10月～2019年4月  （2017年10月開講・1年半コース）
【火曜コース】2017年10月～2019年4月  （2017年10月開講・1年半コース）

（2017年10月開講･1年半コース）

登録料 5万円（税別）、受講料 84万5千円（テキスト代込･税別）、消費税（8%） 7万1,600円
受講料総額（税込） 96万6,600円 



お名前

ふりがな

ご住所

電話番号

職業

特技

ご署名

紹介者名

※ご紹介者がいらっしゃる場合

申込日

〒160-0008 東京都新宿区三栄町18-20 パークサイド四谷３F  日本ホリスティックケア研究所

Fax : 03-6457-7443 E-mail : info@aromapot.co.jp

資格および専門的なトレーニングをお持ちの場合、その内容をお書きください

Fax

E-mail address

携帯番号

生年月日

（ 〒　　　　　　　　　　）ふりがな

申込コース

IFA認定メディカルアロマテラピーコース・申込書

申込書
送付先

2017年10月期 1年半コース

2017年10月期･土日コース 2017年10月期･火曜コース

お申込方法：申込用紙をスクールまで郵送、またはメール添付していただくか、
　　　　　　あるいはコース名、お名前、ご住所、お電話番号をメールにてお送りください。

□ □


